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三
郷
小
倉
か
ら
槍
ヶ
岳
を
目
指
す

飛
州
新
道
と
中
田
又
重

開
拓
の
歴
史 

大
滝
山
を
越
え
飛
騨
へ

拾
ケ
堰
の
完
成
を
契
機
に
県
内
で
も
有

数
の
米
ど
こ
ろ
に
な
っ
た
安
曇
野
。

そ
の
頃
、
松
本
と
飛
騨
高
山
を
最
短
距
離
で

結
び
、
安
曇
野
の
米
を
輸
出
し
、
代
わ
り
に

海
産
物
を
輸
入
し
よ
う
と
飛
州
新
道
が
構
想

さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
松
本
と
高
山
を
結
ぶ

道
は
、野
麦
峠
越
え
の
ル
ー
ト
（
１
４
０
㌖
）

と
安
房
峠
越
え
の
ル
ー
ト
（
１
０
２
㌖
）
の

２
つ
で
、
ど
ち
ら
も
１
０
０
㌖
を
越
え
て
い

ま
し
た
。

　
そ
れ
に
比
べ
三
郷
小
倉
か
ら
大
滝
山
を
越

え
、
上
高
地
を
通
り
高
山
に
至
る
飛
州
新
道

は
、
な
ん
と
42
・
６
㌖
と
約
半
分
の
距
離
。

拾
ケ
堰
が
完
成
し
た
１
８
１
６
年
の
４
年
後

の
１
８
２
０
年
に
着
工
し
、
１
８
３
５
年
に

完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
年
か
ら
１
８
６
１
年

に
閉
鎖
さ
れ
る
ま
で
安
曇
野
と
高
山
の
交
易

を
支
え
続
け
ま
し
た
。

か
つ
て
、
安
曇
野
と
飛
騨
高
山
を
つ
な
い
で
い
た
飛
州
新
道
。
こ
の
道
か
ら
、
槍
ヶ
岳
へ
の
道

が
開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
歴
史
を
守
り
、
現
在
に
伝
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
中
田
信
一
郎
さ

ん
に
そ
の
歴
史
を
聞
き
ま
し
た
。

い
に
し
え
の
先
人
の
力
　
今
に
歴
史
を
つ
な
ぐ

た
播
隆
上
人
は
玄
向
寺
（
松
本
市
）
の
立り

ゅ
う
ぜ
ん禅

和
尚
を
訪
ね
、
案
内
役
に
推
薦
さ
れ
た
の
が

又
重
で
し
た
。
２
人
は
開
削
が
進
ん
で
い
た

道
を
通
り
、
大
滝
山
か
ら
蝶
ヶ
岳
へ
向
か

い
、
常
念
岳
を
経
て
、
熊
倉
沢
（
現
在
の
槍

見
沢
）
を
下
っ
て
梓
川
へ
出
た
後
、
槍
沢
を

登
り
槍
ヶ
岳
を
目
指
し
ま
し
た
。
２
回
目
の

挑
戦
で
槍
ヶ
岳
開
山
を
果
た
し
た
後
も
、
初

挑
戦
か
ら
全
５
回
、
槍
ヶ
岳
を
又
重
の
案
内

で
目
指
し
ま
し
た
。

　
播
隆
上
人
は
、本
覚
寺
（
岐
阜
県
高
山
市
）

の
椿ち

ん
じ
ゅ
う宗
和
尚
を
通
じ
て
飛
騨
の
代
官
所
へ
飛

騨
側
の
飛
州
新
道
の
作
業
許
可
を
仲
介
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。１
８
３
５
年
に
５

回
目
の
槍
ヶ
岳
登
頂
を
果
た
し
た
後
、弟
子

作業終わりに山頂で

生い茂るクマザサを大鎌で伐採

　
新
道
開
削
に
協
力
し
た
の
が
、
私
の
５
代

前
の
先
祖
に
あ
た
る
中
田
又
重
を
は
じ
め
と

し
た
三
郷
小
倉
に
住
ん
で
い
た
人
た
ち
で
し

た
。
又
重
は
、
開
削
工
事
の
現
場
を
担
う
中

心
的
な
存
在
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
は
木
材

の
切
り
出
し
場
と
考
え
ら
れ
て
い
た
上
高
地

を
町
と
し
て
考
え
、
農
作
物
の
栽
培
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

播
隆
と
の
出
会
い 

槍
ヶ
岳
へ

　

飛
州
新
道
開
削
開
始
か
ら
６
年
後
の

１
８
２
６
年
に
槍
ヶ
岳
開
山
を
決
意
し（
↖
）

槍を目指すもう１つのルート 
北アルプス表銀座ルート整備の歴史

今日の登山ブームの始まりは
大正時代に遡ります。1916

年に信濃鉄道（現在の大糸線）の
松本－大町間が開通したことによ
り、北アルプスへの関心が高まり
ました。北アルプス南部で登山道
や山小屋の整備が次々と進められ
たのもこの頃でした。
　そして、今では北アルプスの表
銀座として広く親しまれている縦
走路（大天井岳－東鎌尾根－槍ヶ
岳）が拓かれたのも同じ時期でし
た。これにより、槍ヶ岳へ縦走す
るには３～４日かかっていた行程
が 2～ 3 日に短縮できるように
なりました。また、学校集団登山
もこの頃に始まり北アルプスと人

との距離が近くなりました。
　この縦走路周辺の登山環境整備
は、最近の研究により百瀬亥三松
（中房温泉６代目経営者）・彦一郎
（同７代目経営者）親子の構想で
あったことが分かってきています。
　２人は国の許可を受け、槍ヶ岳
付近で狩猟などを行い土地勘に優
れていた山案内人の小林喜作（穂
高牧出身）らにこの表銀座ルート
などの新道開削を依頼し開発を進
めました。また、同様に槍ヶ岳直
下に殺生小屋を建設しました。
　現在、私たちの心を引きつけて
やまない北アルプスの登山環境
は、先人たちが築き上げてきた歴
史から成り立っています。

　北アルプスパノラマ銀座の１番南にそびえる
大滝山。播隆上人と中田又重が槍ヶ岳を目指し
た登山道を毎年整備しているのが、市民団体
「大滝山を愛する人々の会」の皆さん。本年は
7月 18日・19日に整備を行いました。
　大鎌でクマザサを伐採しながら道幅を広げ、
倒木があればチェーンソーで切り倒す。ぬかる
みがあればその場で調達できる材を使って橋を
架け、道標を補修。これらの作業を冷沢登山口
から鍋冠山を経由して大滝山荘までの約7.8㌖
にわたり実施しました。
　道中のいたるところでかつての飛州新道と思
わせる痕跡が残り、静寂に包まれた尾根道は、
知る人ぞ知るトレッキングコース。「マイナー
な登山道だけど、この山に登る人が安全である
ように」と、作業に励む皆さんの顔には大粒の
汗が輝いていました。

と
と
も
に
お
礼
を
兼
ね
飛
騨
に
入
っ
た
と
み

ら
れ
ま
す
。実
際
、
同
年
の
６
月
17
日
に
飛

騨
側
の
工
事
許
可
が
下
り
、８
月
20
日
に
通
行

許
可
が
下
り
て
い
ま
す
。

ま
も
な
く
槍
ヶ
岳
開
山
か
ら
２
０
０
年

　
４
年
後
の
２
０
２
８
年
は
槍
ヶ
岳
開
山

２
０
０
周
年
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
向
け
て

「
槍
ヶ
岳
開
山
の
里
安
曇
野
」
と
い
う
企
画

を
立
ち
上
げ
、
歴
史
の
発
信
な
ど
の
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
山
に
関
わ
る
皆
さ
ん
な
ど
に

協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
安
曇

野
と
北
ア
ル
プ
ス
を
次
世
代
へ
つ
な
い
で
い

く
一
つ
の
方
法
に
な
る
よ
う
な
槍
ヶ
岳
開
山

２
０
０
周
年
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　■ Report　大滝山を愛する人々の会　播隆と又重の歩いた登山道を整備　

道標の補修百瀬亥三松　提供：中房温泉

PEAK2

X（旧 Twitter）で北アルプ
スや里山、観光情報などを発
信。山岳観光をサポートして
います。

安曇野市山岳サポーターズ

又重と播隆が眺めた大滝山からの槍ヶ岳

特 集 北アルプスを未来へつなぐ
The Northern Alps to the future

大天井岳近くの切通岩に埋め込ま
れた喜作レリーフ（小川大系作）

槍ヶ岳
ポーズ！

中田 信一郎さん（47）


